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       会 議 録 

［所管課 水谷公民館］  

会議の名称 令和３年度第３回水谷地区公民館運営審議会 

開催日時 令和３年１１月１８日（木）午前１０時～正午 

開催場所 水谷公民館 会議室 

出席者 

（委員） 戸賀沢隆士委員  小森和雄委員 

三枝晴子委員   上堀護委員 

（事務局）江口館長 寳田主査 柳瀬主事 

会議次第 

 

1 報告事項 

(1 現在の施設の利用について 

(2)学級講座等開催事業等について 

(3)施設維持管理事業について 

 

2 協議事項 

(1)今年度の協議内容について 

・全体テーマ「コロナ禍における新しい生活様式の中での施設の在

り方」について 

 

3 その他 

 

会議資料 

・令和３年度第３回水谷地区公民館運営審議会資料（報告事項） 

・公の施設の利用制限 

・水谷公民館 令和３年度事業実施状況 

・富士見市公民館運営審議会正副議長会議資料 

・令和３年度水谷地区公民館運営審議会会議録（第１回、第２回） 

会  議  内  容 

＊開会 

 

＊あいさつ（館長、水谷地区公民館運営審議会委員代表） 

 

1 報告事項 

（１）現在の施設の利用について 

・事務局寳田から資料にもとづき、現在の施設利用について、各部屋の定員を緩和し

たことなどを説明。 

   

（２）学級講座等開催事業等に関して 

 ・事務局寳田から資料にもとづき、実施状況及び予定について説明。 
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（３）施設維持管理事業に関して 

  ・事務局寳田から資料にもとづき、キュービクル更新工事のための臨時休館などについ

て説明。 

  

2 協議事項 

（１）今年度の協議内容について 

 ・全体テーマ「コロナ禍における新しい生活様式の中での施設の在り方」について 

 

委員：今回は、前回に引き続き「３．公民館講座等の開催方法・内容」「４．施設管理と

『新しい生活様式』」「５．その他」について意見をいただき協議していきたい。

まず、事務局から説明をいただきたい。 

事務局：では「３」について、コロナ禍において、どんな工夫をしながら事業を運営し

ているかについて、子育て学習支援事業を例に説明します。 

コロナ以前、「フレンドパーク」はいつでも参加できる事業であったが、事前申込

制にして定員を設けた。 

「ステップアップ講座」は、保育を２部屋に分けて行うようにした。受講者のお

母さん方については、対面することのないよう机を配置しているため、以前に比

べ定員を少なくしなければいけない状況も出てきている。 

委員：どれくらい減ったのか。 

事務局：以前は１２名で行っていたが、現在は１０名が限界である。 

委員：先日、入間地区の社会教育委員研修に参加した。公民館は「人と人とが会う場

所」「ネットワークが遮断されないような事業を考えるべき」、「出会う機会、学ぶ

機会」、「感情の交換ができる場所」という内容であった。さきほどの話とのつな

がりで言えば、例え定員が減った実施だとしても、この場所に実際に来ていただ

けたということが、公民館の役割を担っていることになるのだと思う。事業をリ

モートで行うことも仕方ない状況ではあると思うが、できるのであれば、少ない

人数でも「集まる」ということができないかと思う。 

委員：来館者とのやりとりの中で、印象に残るようなことはあったか。 

事務局：感染者が減り利用者の方が公民館に戻り始めたとき、「久しぶり」「会えてよか

った」という言葉が嬉しかった。これらの言葉は、直接会うことが重要だという

ことの表れだと思う。 

委員：一人暮らしの方などは、公民館に行って、人と話すことが楽しいと言っている。

公民館以外に話す場所がない方もいるのだと思う。 

委員：サークルに所属していなくても、ロビーで友達と話すなどして人と交流すること

もできる。以前と比べて、「トイレを貸してください」などの利用者も増えている

ように見受けられる。「入りやすい公民館」になってきていると思う。 

事務局：今後も、居やすい場所、快適な場所になるよう工夫したい。 

委員：恐れているのは「孤立の危機」ということである。現在は、高齢者だけでなく大

学生などの若い世代にとっても問題となっている。子育て世代の親にとっても同

様である。困ったこと、分からないことがあり悩んでいる人は大勢いるので、い

わゆる「お悩み相談」のようなことはできないか。誰かに話をしたい、聞いても

らいたいという欲求が満たされないことが、昨今発生している事件の原因でもあ

るのではないか。 

委員：民生委員さん、児童委員さんのご協力をいただくことも考えられる。 

事務局：住民のみなさんに貢献できる事業だと思うので、コロナと関係なく、今後の事

業運営の参考としたい。 
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委員：ボランティア活動など活躍する場がなくなってしまい孤立してしまうということ

もあると思う。「孤立の危機」をキーワードにして、公民館では何が出来るかを考

えていくこともひとつの方法になると思う。 

事務局：リモートで行う事業についてのご意見をお伺いしたい。 

委員：必要ではあると思うが、自分は、健康であるうちは直接公民館に来たいと思って

いる。 

委員：インターネットを使っていない。直接、その場に足を運んでいる。 

委員：Teams を使って会議をしている。行かなくて済む、短時間で終わるという利点が

ある反面、物足りなさを感じる。自分の意見を言っても、どこまで伝わっている

のか不安に思うこともある。長時間集中できないということもある。 

委員：様々な分野で初心者が急に使い始めたということになるので、この方法がメイン

となるにはまだ時間がかかるのではないか。コロナ感染者が多い状況の中では、

外に出たくても感染が怖いという人にとっては、参加しやすい方法なのだと思

う。 

委員：今後、ネットの活用について我々のスキルや熟練度が上がってくれば、違和感な

く使えるようになるのかも知れないが、現状では、補足的な使い方になるのでは

ないか。 

委員：次に「４．施設管理と『新しい生活様式』」について、公民館から説明をお願いし

たい。 

事務局：各部屋の定員を約２分の１にした。また、出入口に消毒機器の設置、トイレ手

洗い所にペーパータオル設置、窓口に体温計準備、給湯室の水道を自動水栓化、

換気のための網戸設置などを行った。網戸設置は、副次的に虫対策にもなってい

る。 

委員：公民館の Wi-Fi 環境はどうなっているか。 

事務局：現状では整備されていない状況である。しかし、全国的にデジタル化が進む

中、市でもＤＸ推進計画の策定を進めている。公民館としても必要な環境である

と認識している。 

委員：入口右手の中庭の活用について、いすなどを置き、座って話せる「縁側」のよう

に、人と人が交流できる場にしたらよい。 

事務局：公民館としても中庭の活用については考えている。キャンプで使うような簡易

テントを設置し日陰を作るなどして、憩いの場として過ごせるような場所にした

い。また、ガラス戸を開放し、ロビーと一体化させた活用についても考えてい

る。 

委員：次に「５．その他」について、「公民館はこうあるべき、こうなってほしい」とい

う観点からご意見を伺いたい。 

委員：昔の公民館は、講座を開催する「学習の場」であった。今は違う。人とコミュニ

ケーションをとる場、交流の場になって欲しい。 

委員：公民館をまったく利用していない人がいる。公民館を利用している私たちが声掛

けをしていくことが必要だと思っている。子育て世代の親の利用はあるようなの

で、高齢者世代と子育て世代の中間層の利用を広めるような事業を考えてはどう

か。 

委員：「公民館に来てよかったな」という人が、少しずつでも増えていくようになればよ

いと思う。 

委員：以前はチラシで事業の周知をしていたと思うが、現在はネットの時代なのかと思

う。チラシと同時にネット上での情報発信も必要だと思う。ホームページをチェ

ックしている人も大勢いると思う。 
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事務局：子育て世代の事業については、「子育て応援情報モバイルサイトスマイルなび」

を活用して情報発信している。口コミで参加者が広がっていくケースも多い。 

委員：その「口コミ」が LINE で広がっている。 

事務局：施設情報については、動画で紹介するなどの工夫をしているところである。 

事務局：本日、協議いただいた内容を、次回全体公運審に報告させていただきます。 

 

３ その他 

委員：「子ども食堂」の実施についてはどうなっているか。 

事務局：公民館として団体の支援をしている。会食ができる状況になってきているの

で、今後、実施が再開されると思われる。 

 事務局：２月ないし３月に４回目の会議を開催する予定です。 

 

＊閉会 

 

 

 

 


